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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第93期

第３四半期連結
累計期間

第94期
第３四半期連結
累計期間

第93期
第３四半期連結
会計期間

第94期
第３四半期連結
会計期間

第93期

会計期間

自  平成20年
   ４月１日
至  平成20年
   12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    10月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
     ４月１日
至  平成21年
     ３月31日

営業収益 (千円) 28,590,07426,089,3169,817,0638,791,37937,471,921

経常利益 (千円) 332,686 231,976 85,582 122,148 459,626

四半期(当期)純利益 (千円) 110,744 77,057 41,249 63,152 232,972

純資産額 (千円) ― ― 10,766,15610,564,96010,637,819

総資産額 (千円) ― ― 31,025,70030,457,31931,081,025

１株当たり純資産額 (円) ― ― 767.09 754.04 759.70

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 8.09 5.63 3.01 4.61 17.02

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 33.8 33.9 33.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 300,496 963,954 ― ― 1,005,623

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,319,718△804,269 ― ― △1,725,345

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 845,545△460,474 ― ― 1,030,563

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,704,5261,829,7762,104,720

従業員数 (名) ― ― 2,944 3,151 3,302

(注) １. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

     ２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

     ３. 営業収益には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(人) 3,151(837)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は当第３四半期連結会計期間の平均人員を(　)外数で記載しておりま

す。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(人) 674(547)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は当第３四半期会計期間の平均人員を(　)外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【輸送・保管能力の状況】

(1) 輸送能力

　

貨物自動車運送事業

区分

当第３四半期連結会計期間
(平成21年12月31日現在)

保有台数(台) 前年同期比(％) 積載トン数(ｔ) 前年同期比(％)

普通車 404 111.3 2,588.0 103.7

小型車 67 100.0 104.6 96.6

特殊車 183 112.3 2,832.4 108.6

軽貨物 20 100.0 7.0 100.0

合計 674 110.0 5,532.1 106.0

(注）第１四半期連結会計期間より事業の種類別セグメントを変更しておりますが、前年同期比の算定における前第３

四半期連結会計期間の数値に変更はありません。なお、セグメント変更の内容については、「第５　経理の状況　１　四半

期連結財務諸表　注記事項　セグメント情報」に記載のとおりであります。

　

(2) 保管能力

　

事業の種類別

セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間

(平成21年12月31日現在)

所有倉庫 借用倉庫 合計

棟数(棟) 面積(㎡) 棟数(棟) 面積(㎡) 棟数(棟) 面積(㎡) 前年同期比(％)

アセット事業 29 106,338.0 72 390,654.9 101 496,992.9 94.4

合計 29 106,338.0 72 390,654.9 101 496,992.9 94.4

(注）第１四半期連結会計期間より事業の種類別セグメントを変更したため、前年同期比の算定における前第３四半期

連結会計期間の数値については、セグメント変更後の区分に組み替えた数値を用いております。なお、セグメント変更の

内容については、「第５　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項　セグメント情報」に記載のとおりであります。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、事業等のリスクに重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、世界的な景気の減速、急激な円高の進行等を背景

とした企業収益の悪化や設備投資の停滞、雇用不安による個人消費の低迷など依然として厳しい状況で

推移いたしました。

　当社グループが属する物流業界につきましても、昨年度と比較し燃料単価が低位に推移いたしました

が、景気悪化による荷動きの鈍化、顧客の物流費抑制および物流業者間の価格競争による受託料金の低迷

など、業界を取り巻く環境は極めて厳しいものでありました。

　このような状況の中で当社グループは、「日本一信頼される企業グループ」を目指し、収益力の強化、ス

テークホルダーに対する信頼向上、ＣＳＲ（企業の社会的責任）機能の強化を経営目標としてグループ

一丸となって取り組みました。

　営業収益につきましては、インテリア・エレクトロニクス関連を中心とした主要取扱品目の大幅な取扱

数量の減少および一部得意先との契約終了にともなう倉庫稼働率の低下に加え、通関業務、施工関連業務

の減少および物品販売業務の低迷等により減収となりました。

　利益面につきましては、営業収益の減少による利益の確保が厳しい環境のなか営業原価および一般管理

費等のコスト削減に努めたため増益となりました。

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間の営業収益は87億91百万円（前年同期比10.4％減）、営業利益

は１億26百万円（同13.2％増）、経常利益は１億22百万円（同42.7％増）、四半期純利益は63百万円（同

53.1％増）となりました。

　

セグメント別の営業概況は、次のとおりであります。

　

①　事業の種類別セグメント

「第５　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項　セグメント情報」に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より事業の種類別セグメントの区分を変更しております。このため、前年同期比につい

ては、前年同期実績値を変更後の区分に組み替えを行っております。

　

貨物自動車運送事業

営業収益につきましては、当社および国内グループ会社において、景気悪化による輸送量の低迷等に

より減収となりました。一方、営業利益につきましては、前年同期と比較し燃料単価が下落したことに

加え、事業用車両の減価償却費およびリース料の減少等により増益となりました。

　その結果、営業収益は44億54百万円（前年同期比9.9％減）、営業利益は３億15百万円（同19.3％増）

となりました。

　当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の50.7％を占めております。
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センター事業

当社の工場内請負事業において、得意先からの合理化要請による作業単価の改定に加え、当社および

国内グループ会社において、インテリア・エレクトロニクス関連の取扱数量の減少等により減収減益

となりました。

　その結果、営業収益は14億51百万円（前年同期比9.0％減）、営業利益は１億17百万円（同26.5％減）

となりました。

　当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の16.5％を占めております。

　

アセット事業

当社およびロジテムインターナショナル株式会社において、一部得意先との契約終了にともなう保

管収入、不動産収入の減少等により減収減益となりました。

　その結果、営業収益は14億64百万円（前年同期比13.4％減）、営業利益は１億59百万円（同39.7％

減）となりました。

　当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の16.7％を占めております。

　

その他事業

営業収益につきましては、ロジテムエンジニアリング株式会社およびロジテムタイランド

（LOGITEM(THAILAND)CO.,LTD.）における施工関連業務の減少、ロジテムインターナショナル株式会社

およびロジテムタイランド（LOGITEM(THAILAND)CO.,LTD.）の通関業務の減少、ロジテムエージェン

シー株式会社における物品販売業務の低迷等により減収となりました。一方、営業利益につきまして

は、ロジテムエージェンシー株式会社においてメーカーより請負っている製造ライン事業の効率化が

図れたこと等により増益となりました。

　その結果、営業収益は14億21百万円（前年同期比10.4％減）、営業利益は２億６百万円（同25.0％

増）となりました。

　当事業の営業収益は当社グループ営業収益全体の16.2％を占めております。

　

②　所在地別セグメント

日本

当社および国内グループ会社におけるインテリア・エレクトロニクスを中心とした取扱数量の減少

等により減収減益となりました。

　その結果、営業収益は77億57百万円（前年同期比9.2％減）、営業利益は７億52百万円（同3.7％減）

となりました。

　

アジア

営業収益につきましては 、円高の進行による目減りに加え 、ロジテムタイランド

（LOGITEM(THAILAND)CO.,LTD.）における施工関連業務および通関業務の減少等により減収減益とな

りました。

　その結果、営業収益は10億33百万円（前年同期比18.9％減）、営業利益は１億74百万円（同3.2％減）

となりました。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

流動資産は、受取手形及び営業未収入金が増加したこと等により、第２四半期連結会計期間末に比べて

３億28百万円(4.3％)増加し、79億65百万円となりました。固定資産は、第２四半期連結会計期間末に比べ

て３億31百万円(1.5％)減少し、224億91百万円となりました。この結果、総資産は第２四半期連結会計期

間末に比べて２百万円(0.0％)減少し、304億57百万円となりました。

(負債)

流動負債は、第２四半期連結会計期間末に比べて１億18百万円(1.2％)増加し、98億84百万円となりま

した。固定負債は、預り保証金が減少したもののリース債務が増加したこと等により、第２四半期連結会

計期間末に比べて13百万円(0.1％)増加し、100億８百万円となりました。この結果、負債合計は第２四半

期連結会計期間末に比べて１億31百万円(0.7％)増加し、198億92百万円となりました。 

(純資産)

純資産合計は、為替換算調整勘定が減少したこと等により、第２四半期連結会計期間末に比べて１億34

百万円(1.3％)減少し、105億64百万円となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は18億29百

万円となり、第２四半期連結会計期間末と比較して、45百万円の増加（前年同期比１億25百万円増）とな

りました。当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとお

りであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権が増加したもの

の、減価償却費が２億81百万円あったこと等により、２億４百万円の資金の増加（前年同期比３億73百万

円増）となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出

が41百万円、預り保証金の返還による支出が50百万円あったこと等により、98百万円の資金の減少（前年

同期比１億24百万円減）となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期・長期借入金純増加額

が32百万円あったものの配当金の支払額が54百万円あったこと等により、48百万円の資金の減少（前年同

期比４億27百万円増）となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因につきまし

ては、前連結会計年度における有価証券報告書「第２　事業の状況　４　事業等のリスク」の記載の事項か

ら重要な変更はありません。 

  当社グループが属する物流業界につきましては、世界的な景気減速を受け、当面の間は厳しい事業環境

が続くものと考えられます。当社グループは、この状況を踏まえて、安定した収益を確保するため、平成22

年３月期の年度方針において経営戦略を以下に定め、物流業界における確固たる地位を築いてまいりま

す。 

　

① 収益力の強化 

・３ＰＬ事業の強化に加え、アライアンスの可能性を常に追求し、事業規模・事業領域・営業エリアの拡

大を目指してまいります。 

・当連結会計年度において新設した「営業企画課」を中心に、得意先に密着した提案営業を推進・強化

してまいります。 

・小集団活動（ＡＣＴ256）の強化および日々管理機能を備えたＥＲＰパッケージ（ＬＳＹＳ）の国内

グループ会社への水平展開を図り、ローコストオペレーション活動の一層の推進を図ってまいります。 

・ロジテムベトナムホールディングス（LOGITEM VIETNAM HOLDING & INVESTMENT COMPANY LIMITED）を

介して、採算性およびリスクを勘案した上で経営資源を機動的かつ有効に投入してまいります。 

　

② ステークホルダーに対する信頼向上 

・小集団活動（ＡＣＴ256）による自発的な改善活動を通して物流品質および安全性の向上に努め、得意

先からのさらなる信頼向上を目指してまいります。 

・ネット配信を含む決算説明会、株主総会、個人投資家向け会社説明会の実施など、当社グループの経営

戦略を明確かつ公平に伝え、株主に対する信頼向上を目指してまいります。 

・コミュニケーションの活性化に取組み、従業員の相互信頼の向上に努めてまいります。 

　

③ グループ体制の連携強化 

・海外現地法人を含むグループ間の営業・管理・品質などの連携を強化し、一層の業容拡大を目指して

まいります。 

　
④ ＣＳＲ（企業の社会的責任）機能の強化 

・組織的かつ継続的な社員教育により、コンプライアンスの徹底に努めてまいります。 

・当社事業所、内部統制室および監査法人との連携を図り、業務の信頼性・有効性を一層高め、内部統制

システムの整備・確立に努めてまいります。 

・運輸安全マネジメントのさらなる確立、当社グループで実施しているトラック・フォークリフト技能

コンテストの継続的な開催等により、交通事故・労災事故の撲滅に努めてまいります。 

・モーダルシフトの推進、環境対応車の積極的な導入、デジタル式運行管理機器の活用による燃費向上

等、環境保全活動を積極的に取組んでまいります。
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なお、中長期的な戦略につきましては、物流企業としての成長を確実にするため、広い視野に立ちアラ

イアンスを含めて変化する経営環境に対処していく方針であります。また、目標とする経営指標として、

売上総利益率10.0％以上、ＲＯＥ3.5％以上を達成することを目指してまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間末現在における重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 39,000,000

計 39,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,833,10913,833,109
ジャスダック
証券取引所

単元株式数
1,000株

計 13,833,10913,833,109― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年10月１日～
平成21年12月31日

― 13,833,109― 3,145,955― 3,189,989

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 　　　145,000 ― 単元株式数1,000株

完全議決権株式(その他) 普通株式　　13,672,000 13,672 同　上

単元未満株式 普通株式　　　　16,109 ― ―

発行済株式総数 13,833,109 ― ―

総株主の議決権 ― 13,672 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が 2,000株(議決権の数２個)含まれており

ます。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本ロジテム株式会社
東京都品川区荏原
１－19－17

145,000 ― 145,000 1.05

計 ― 145,000 ― 145,000 1.05

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 243 285 290 303 290 278 255 238 242

最低(円) 217 245 273 285 268 253 230 221 215

(注)  最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,182,341 2,375,163

受取手形及び営業未収入金 ※３
 4,445,500 4,645,385

その他 ※２
 1,361,960

※２
 1,325,806

貸倒引当金 △23,961 △23,394

流動資産合計 7,965,840 8,322,960

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,879,550 6,193,500

土地 6,809,773 6,809,773

その他（純額） 1,430,109 1,397,363

有形固定資産合計 ※１
 14,119,433

※１
 14,400,637

無形固定資産 951,885 924,954

投資その他の資産

敷金及び保証金 5,872,876 5,911,546

その他 1,977,073 1,950,539

貸倒引当金 △429,790 △429,612

投資その他の資産合計 7,420,159 7,432,472

固定資産合計 22,491,478 22,758,064

資産合計 30,457,319 31,081,025

負債の部

流動負債

営業未払金 1,989,130 2,178,839

短期借入金 3,767,000 3,655,740

賞与引当金 105,470 326,544

その他 4,022,621 ※３
 3,994,642

流動負債合計 9,884,222 10,155,766

固定負債

社債 1,420,000 1,220,000

長期借入金 5,880,148 6,267,588

退職給付引当金 419,477 366,716

役員退職慰労引当金 351,987 347,874

その他 1,936,522 ※４
 2,085,258

固定負債合計 10,008,135 10,287,439

負債合計 19,892,358 20,443,205
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,145,955 3,145,955

資本剰余金 3,190,060 3,190,060

利益剰余金 4,550,461 4,582,901

自己株式 △36,285 △36,285

株主資本合計 10,850,191 10,882,632

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △24,288 △24,031

為替換算調整勘定 △505,174 △460,388

評価・換算差額等合計 △529,462 △484,419

少数株主持分 244,231 239,607

純資産合計 10,564,960 10,637,819

負債純資産合計 30,457,319 31,081,025
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業収益 28,590,074 26,089,316

営業原価 26,005,662 23,720,841

営業総利益 2,584,412 2,368,474

販売費及び一般管理費

人件費 ※
 1,282,506

※
 1,319,175

その他 822,931 740,631

販売費及び一般管理費合計 2,105,437 2,059,807

営業利益 478,974 308,667

営業外収益

受取利息 5,153 6,332

受取配当金 12,231 13,510

受取手数料 16,364 16,307

為替差益 － 32,000

持分法による投資利益 － 18,490

その他 22,000 35,118

営業外収益合計 55,749 121,759

営業外費用

支払利息 177,783 178,223

持分法による投資損失 886 －

その他 23,368 20,226

営業外費用合計 202,037 198,450

経常利益 332,686 231,976

特別利益

固定資産売却益 8,175 4,586

貸倒引当金戻入額 27,566 3,410

その他 － 220

特別利益合計 35,741 8,217

特別損失

前期損益修正損 16,688 －

固定資産除売却損 8,910 7,080

和解金 25,000 －

その他 13,101 1,820

特別損失合計 63,699 8,901

税金等調整前四半期純利益 304,728 231,292

法人税、住民税及び事業税 117,534 105,487

法人税等調整額 49,446 9,829

法人税等合計 166,980 115,317

少数株主利益 27,003 38,917

四半期純利益 110,744 77,057
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

営業収益 9,817,063 8,791,379

営業原価 8,962,747 7,992,435

営業総利益 854,316 798,943

販売費及び一般管理費

人件費 ※
 445,336

※
 430,363

その他 296,828 241,655

販売費及び一般管理費合計 742,165 672,018

営業利益 112,151 126,924

営業外収益

受取利息 1,238 2,354

受取配当金 7,319 8,263

受取手数料 5,843 6,472

為替差益 8,209 20,794

持分法による投資利益 2,811 5,337

その他 9,577 14,538

営業外収益合計 34,999 57,760

営業外費用

支払利息 60,439 59,508

その他 1,128 3,028

営業外費用合計 61,568 62,536

経常利益 85,582 122,148

特別利益

固定資産売却益 3,568 1,974

貸倒引当金戻入額 25,638 －

特別利益合計 29,206 1,974

特別損失

固定資産除売却損 2,599 5,363

和解金 25,000 －

その他 2,193 339

特別損失合計 29,793 5,703

税金等調整前四半期純利益 84,995 118,420

法人税、住民税及び事業税 37,178 23,676

法人税等調整額 889 21,040

法人税等合計 38,067 44,716

少数株主利益 5,678 10,550

四半期純利益 41,249 63,152
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 304,728 231,292

減価償却費 749,860 814,734

貸倒引当金の増減額（△は減少） △12,664 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △191,535 △221,030

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△
は減少）

475 56,876

受取利息及び受取配当金 △17,384 △19,843

支払利息 177,783 178,223

持分法による投資損益（△は益） 886 △18,490

有形固定資産除売却損益（△は益） 734 2,493

売上債権の増減額（△は増加） △143,552 200,548

未払消費税等の増減額（△は減少） △74,976 113,451

仕入債務の増減額（△は減少） △187,090 △190,779

その他 19,429 53,648

小計 626,693 1,201,124

利息及び配当金の受取額 47,388 18,917

利息の支払額 △154,526 △158,477

法人税等の支払額 △219,058 △97,610

営業活動によるキャッシュ・フロー 300,496 963,954

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,086,440 △288,977

無形固定資産の取得による支出 △72,705 △136,115

投資有価証券の取得による支出 △29,764 △23,324

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△63,213 －

敷金及び保証金の差入による支出 △153,747 △60,917

預り保証金の返還による支出 － △261,771

貸付金の回収による収入 30,490 －

その他 55,662 △33,162

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,319,718 △804,269

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △382,742 105,080

長期借入れによる収入 2,550,000 1,300,000

長期借入金の返済による支出 △1,863,699 △1,973,839

社債の発行による収入 783,885 489,218

社債の償還による支出 △100,000 △200,000

リース債務の返済による支出 － △40,507

配当金の支払額 △109,322 △109,650

少数株主への配当金の支払額 △32,448 △30,773

その他 △126 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 845,545 △460,474

現金及び現金同等物に係る換算差額 △62,340 25,845

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △236,016 △274,943

現金及び現金同等物の期首残高 1,940,542 2,104,720

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,704,526

※
 1,829,776
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

１　前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「貸倒引当金の増減額（△

は減少）」は重要性が減少したため、当第３四半期連結累計期間より「営業活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「その他」に含めております。なお、当第３四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「その他」に含まれる「貸倒引当金の増減額（△は減少）」は、773千円であります。

２　前第３四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「貸付金の回収による収

入」は重要性が減少したため、当第３四半期連結累計期間より「投資活動によるキャッシュ・フロー」の

「その他」に含めております。なお、当第３四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の

「その他」に含まれる「貸付金の回収による収入」は、640千円であります。

３ 　前第３四半期連結累計期問において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた

「預り保証金の返還による支出」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間より区分掲記するこ

ととしております。なお、前第３四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」

に含まれる「預り保証金の返還による支出」は、△19,774千円であります。

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１　棚卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を

省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法に

より算出する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなも

のについてのみ正味売却価額を見積もり、簿価切下げを行う方法に

よっております。

２　一般債権の貸倒見積高の算定方法 　貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められる場合に、前連結会計年度末に算定した貸倒実績率等の合

理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。

３　繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降

に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認め

られますので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

日本ロジテム株式会社(E04206)

四半期報告書

19/32



【追加情報】

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、14,209,170千

円であります。

※１  有形固定資産の減価償却累計額は、13,722,842千

円であります。

※２　商品 35,101千円

その他 1,326,858千円
　

※２　商品 25,822千円

その他 1,299,983千円
　

 

　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　 ※３　未払法人税等 57,969千円

その他 3,936,673千円
　

 

　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ※４　負ののれん 11,258千円

その他 2,074,000千円
　

※３  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれて

おります。

受取手形 61,798千円

―――――――――――――

　

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

※　人件費の中には、以下の費目が含まれております。

賞与引当金繰入額 21,772千円

役員退職慰労引当金繰入額 13,937千円

退職給付費用 65,303千円

※　人件費の中には、以下の費目が含まれております。

賞与引当金繰入額 23,779千円

役員退職慰労引当金繰入額 15,469千円

退職給付費用 77,280千円

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

※　人件費の中には、以下の費目が含まれております。

賞与引当金繰入額 21,772千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,623千円

退職給付費用 22,256千円

※　人件費の中には、以下の費目が含まれております。

賞与引当金繰入額 23,779千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,909千円

退職給付費用 25,944千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

                     　　 (平成20年12月31日現在）

現金及び預金 1,978,227千円

預入期間が３か月超の定期預金 △273,700千円

現金及び現金同等物 1,704,526千円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　 （平成21年12月31日現在）

現金及び預金 2,182,341千円

預入期間が３か月超の定期預金 △352,565千円

現金及び現金同等物 1,829,776千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至　平成21年12月31日)

１　発行済株式の種類及び総数

普通株式 13,833,109株

　

２　自己株式の種類及び株式数

普通株式 145,845株

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年５月14日
取締役会

普通株式 54,749 4.0平成21年３月31日 平成21年６月15日 利益剰余金

平成21年11月13日　　
取締役会

普通株式 54,749 4.0平成21年９月30日 平成21年12月11日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の金額の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　
　貨物自動車
運送事業
(千円)

　配送セン
ター事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収益 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する営業収益

4,988,7852,502,1142,326,1649,817,063 ― 9,817,063

  (2) セグメント間の内部
      収益又は振替高

30,961 2,644 118,935152,541(152,541) ―

計 5,019,7462,504,7582,445,1009,969,605(152,541)9,817,063

営業利益 201,702339,999409,346951,048(838,896)112,151

(注) １　事業区分の方法は、業務の種類、性質等の類似性を勘案しております。

２　区分の主な内容

①　貨物自動車運送事業………一般貨物自動車運送事業、貨物利用運送事業

②　配送センター事業…………倉庫業、流通代行業

③　その他事業…………………作業請負、一般港湾運送事業、不動産事業(宅地建物取引業)

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　
貨物自動車
運送事業
(千円)

センター
事業
(千円)

アセット
事業
（千円）

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

営業収益 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する
　  営業収益

4,454,2521,451,3741,464,6591,421,0918,791,379 ― 8,791,379

(2) セグメント間の内部 
　  収益又は振替高

2,812 491 6,886 829 11,019(11,019) ―

計 4,457,0651,451,8651,471,5461,421,9218,802,399(11,019)8,791,379

営業利益 315,783117,052159,980206,027798,844(671,919)126,924

(注) １　事業区分の方法は、業務の種類、性質等の類似性を勘案しております。

２　区分の主な内容

①　貨物自動車運送事業………一般貨物自動車運送事業、貨物利用運送事業

②　センター事業………………作業請負、荷役、流通代行業

③　アセット事業………………保管、不動産事業(宅地建物取引業)

④　その他事業…………………一般港湾運送事業、旅客運送事業、施工事業
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前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　
　貨物自動車
運送事業
(千円)

　配送セン
ター事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収益 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する営業収益

14,454,2527,114,3197,021,50328,590,074 ― 28,590,074

  (2) セグメント間の内部
      収益又は振替高

115,420 7,011 349,940472,372(472,372) ―

計 14,569,6727,121,3307,371,44429,062,447(472,372)28,590,074

営業利益 602,245930,0491,336,2562,868,552(2,389,577)478,974

(注) １　事業区分の方法は、業務の種類、性質等の類似性を勘案しております。

２　区分の主な内容

①　貨物自動車運送事業………一般貨物自動車運送事業、貨物利用運送事業

②　配送センター事業…………倉庫業、流通代行業

③　その他事業…………………作業請負、一般港湾運送事業、不動産事業(宅地建物取引業)

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　
貨物自動車
運送事業
(千円)

センター
事業
(千円)

アセット
事業
（千円）

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

営業収益 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する
　  営業収益

13,209,4244,217,5914,504,6554,157,64426,089,316― 26,089,316

(2) セグメント間の内部 
　  収益又は振替高

8,938 2,38320,6594,349 36,331(36,331) ―

計 13,218,3634,219,9754,525,3154,161,99326,125,647(36,331)26,089,316

営業利益 898,113317,476581,337571,9892,368,916(2,060,249)308,667

(注) １　事業区分の方法は、業務の種類、性質等の類似性を勘案しております。

２　区分の主な内容

①　貨物自動車運送事業………一般貨物自動車運送事業、貨物利用運送事業

②　センター事業………………作業請負、荷役、流通代行業

③　アセット事業………………保管、不動産事業(宅地建物取引業)

④　その他事業…………………一般港湾運送事業、旅客運送事業、施工事業

３　事業区分の変更　

　　事業区分の方法について、従来は、「貨物自動車運送事業」、「配送センター事業」及び「その他事業」の３区

分としておりましたが、第１四半期連結会計期間より基幹システムの会計システム等が整備されたことに伴

い、当社グループの事業実態をより明確に表示することが可能になったため、事業形態の性質、収益性をより

的確に反映した事業区分への見直しを行いました。その結果、従来「貨物自動車運送事業」、「配送センター

事業」及び「その他事業」と表示していた区分を「貨物自動車運送事業」、「センター事業」、「アセット事

業」及び「その他事業」の４区分に変更いたしました。
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　　 なお、前第３四半期連結会計期間及び前第３四半期連結累計期間において、当第３四半期連結会計期間及び当第３四

半期連結累計期間の事業区分によった場合の事業の種類別セグメント情報は、次のとおりであります。

  前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　
貨物自動車
運送事業
(千円)

センター
事業
(千円)

アセット
事業
（千円）

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

営業収益 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する
    営業収益

4,946,2971,594,5981,690,4281,585,7409,817,063 ― 9,817,063

(2) セグメント間の内部 
　  収益又は振替高

2,822 ― 7,094 1,474 11,391（11,391) ―

計 4,949,1191,594,5981,697,5221,587,2149,828,455(11,391)9,817,063

営業利益 264,746159,209265,365164,885854,206(742,055)112,151

　

  前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　
貨物自動車
運送事業
(千円)

センター
事業
(千円)

アセット
事業
（千円）

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

営業収益 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する
    営業収益

14,267,6724,628,9414,954,5954,738,86528,590,074― 28,590,074

(2) セグメント間の内部 
　  収益又は振替高

24,924 ― 20,5694,150 49,644(49,644) ―

計 14,292,5964,628,9414,975,1654,743,01528,639,719(49,644)28,590,074

営業利益 760,291370,878805,650647,3392,584,159(2,105,185)478,974

(注) １　事業区分の方法は、業務の種類、性質等の類似性を勘案しております。

２　区分の主な内容

①　貨物自動車運送事業………一般貨物自動車運送事業、貨物利用運送事業

②　センター事業………………作業請負、荷役、流通代行業

③　アセット事業………………保管、不動産事業(宅地建物取引業)

④　その他事業…………………一般港湾運送事業、旅客運送事業、施工事業

　

EDINET提出書類

日本ロジテム株式会社(E04206)

四半期報告書

24/32



【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収益 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

8,542,7591,274,3049,817,063
―

 
9,817,063

　(2) セグメント間の内部
　　　収益又は振替高

124,581 16,667 141,249(141,249) ―

計 8,667,3401,290,9729,958,313(141,249)9,817,063

営業利益 781,892 179,904 961,796(849,644)112,151

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収益 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

7,757,4211,033,9578,791,379 ― 8,791,379

　(2) セグメント間の内部
　　　収益又は振替高

150,011 31,823 181,834(181,834) ―

計 7,907,4321,065,7808,973,213(181,834)8,791,379

営業利益 752,582 174,217 926,800(799,875)126,924

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収益 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

24,901,9063,688,16828,590,074 ― 28,590,074

　(2) セグメント間の内部
　　　収益又は振替高

379,041 62,314 441,356(441,356) ―

計 25,280,9473,750,48329,031,431(441,356)28,590,074

営業利益 2,323,355582,8052,906,160(2,427,185)478,974

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収益 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

23,069,1393,020,17726,089,316 ― 26,089,316

　(2) セグメント間の内部
　　　収益又は振替高

440,285 92,446 532,731(532,731) ―

計 23,509,4243,112,62326,622,048(532,731)26,089,316

営業利益 2,198,716554,5552,753,272（2,444,605)308,667

(注) １　国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２　日本以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1) アジア……………ベトナム、中国、台湾、タイ
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　 アジア 計

Ⅰ　海外営業収益(千円) 1,386,6701,386,670

Ⅱ　連結営業収益(千円) 9,817,0639,817,063

Ⅲ　連結営業収益に占める
　　海外営業収益の割合(％)

14.1 14.1

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　 アジア 計

Ⅰ　海外営業収益(千円) 1,025,1781,025,178

Ⅱ　連結営業収益(千円) 8,791,3798,791,379

Ⅲ　連結営業収益に占める
　　海外営業収益の割合(％)

11.7 11.7

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　 アジア 計

Ⅰ　海外営業収益(千円) 3,868,0123,868,012

Ⅱ　連結営業収益(千円) 28,590,07428,590,074

Ⅲ　連結営業収益に占める
　　海外営業収益の割合(％)

13.5 13.5

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　 アジア 計

Ⅰ　海外営業収益(千円) 3,068,9443,068,944

Ⅱ　連結営業収益(千円) 26,089,31626,089,316

Ⅲ　連結営業収益に占める
　　海外営業収益の割合(％)

11.8 11.8

(注) １　国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２　各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1) アジア……………ベトナム、中国、台湾、タイ

３　海外営業収益は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における営業収益であります。
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(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)

著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)

著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 754.04円
　

　 　

　 759.70円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 10,564,960 10,637,819

普通株式に係る純資産額(千円) 10,320,729 10,398,212

差額の内訳(千円) 　 　

  少数株主持分 244,231 239,607

普通株式の発行済株式数(千株) 13,833 13,833

普通株式の自己株式数(千株) 145 145

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株) 13,687 13,687
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２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

　

１株当たり四半期純利益金額 8.09円
　

　

１株当たり四半期純利益金額 5.63円
　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

　
(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 110,744 77,057

普通株式に係る四半期純利益(千円) 110,744 77,057

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,687 13,687

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

　

１株当たり四半期純利益金額 3.01円
　

　

１株当たり四半期純利益金額 4.61円
　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

　
(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益　(千円) 41,249 63,152

普通株式に係る四半期純利益　(千円) 41,249 63,152

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,687 13,687

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

　リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っておりますが、当第３四半期連結会計期間末におけるリー

ス取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。
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２ 【その他】

第94期(平成21年４月１日から平成22年３月31日まで)中間配当については、平成21年11月13日開催の取

締役会において、平成21年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行う

ことを決議いたしました。

①  配当金の総額                                　54,749千円

②  １株当たりの金額                             　 ４円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日    平成21年12月11日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月12日

日本ロジテム株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    塚　 原　　雅　　人    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    會　 田    将　  之　　印
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本

ロジテム株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本ロジテム株式会社及び連結子会社の平成

20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月12日

日本ロジテム株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    塚　 原　　雅　　人    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    會　 田    将　  之　　印
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本

ロジテム株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本ロジテム株式会社及び連結子会社の平成

21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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